
１
日
目

大
船
渡
市
吉
浜
地
区
視
察

　
本
市
５
中
学
校
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
石

碑
を
見
学
し
、
長
年
に
わ
た
る
吉
浜
地
区

と
本
市
の
深
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

宝
来
館
女
将
の
講
話

　
津
波
に
流
さ
れ
た
体
験
と
、
地
域
の
人

た
ち
と
裏
山
に
避
難
道
を
整
備
し
た
経
験

か
ら
、
災
害
へ
の
備
え
を
続
け
る
決
意
を

聞
き
ま
し
た
。

２
日
目

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
訪
問

　
震
災
当
時
、
中
高
生
だ
っ
た
語
り
部
に

当
時
の
避
難
体
験
を
聞
き
、
避
難
の
あ
り

方
を
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

釜
石
東
中
学
校
生
徒
間
交
流

　
先
進
的
な
防
災
学
習
を
学
び
、
中
学
生

が
で
き
る
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
現
地
の

中
学
生
と
と
も
に
考
え
ま
し
た
。

陸
前
高
田
市
元
教
育
長
の
講
話

　
大
切
な
人
を
あ
る
日
突
然
失
う
と
い
う

災
害
の
現
実
に
ふ
れ
、
か
け
が
え
の
な
い

一
つ
一
つ
の
命
の
重
さ
を
学
び
ま
し
た
。

大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
職
員
の
講
話

　
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
た
生
き
方
や
考

え
方
の
変
化
と
、
家
族
や
友
達
の
大
切
さ

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

３
日
目

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
訪
問

　
展
示
物
や
被
災
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見

て
、
当
た
り
前
に
あ
っ
た
日
常
が
失
わ
れ

た
悲
し
み
と
苦
し
み
に
ふ
れ
ま
し
た
。

気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館

訪
問

　
建
物
の
３
階
に
ま
で
車
が
流
さ
れ
た
様

子
を
見
学
し
、
津
波
の
威
力
の
凄
ま
じ
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

共
に
東
北
の
思
い
を
目
・
耳
・
心
で
感
じ
、
伝
え
る
こ
と
で
未
来
に
つ
な
ご
う

　
市
内
５
中
学
校
の
代
表
10
人
が
、
中
学
生
被
災
地
派
遣
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
７
月
31
日
㈪
か
ら
８
月
３
日
㈭
ま
で
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

南
三
陸
震
災
復
興
祈
念
公
園
・
写
真
館

視
察職

員
が
津
波
襲
来
直
前
ま
で
避
難
を

呼
び
か
け
続
け
た
防
災
対
策
庁
舎
跡

地
を
訪
れ
、
追
悼
の
祈
り
を
さ
さ
げ
ま

し
た
。

４
日
目

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

訪
問風

評
被
害
の
現
状
や
汚
染
水
処
理
の

課
題
を
学
び
ま
し
た
。
居
住
制
限
の
解

除
に
伴
い
、
故
郷
に
戻
る
人
が
増
え
、

復
興
が
進
み
つ
つ
あ
る
町
の
様
子
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
心
の
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
で
、

研
修
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
４
日
㈯
　
午
前
10
時

15
分
〜

●
会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
大
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
支
援
課☎（

５
８
０
）１
９
０
９

▲いのちをつなぐ未来館（２日目）

▲気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（３日目）

▲南三陸町防災庁舎跡地（３日目）

▲東日本大震災・原子力災害伝承館（４日目）

災
害
の
大
小
関
係
な
く
、
十
人
の
被

害
が
あ
れ
ば
十
通
り
の
悲
し
み
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
大
野
中
学
校

池
田
愛
佳
）

東
日
本
大
震
災
へ
の
人
々
の
思
い
を

感
じ
と
れ
た
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修

に
な
り
ま
し
た
。

（
大
野
中
学
校

南
里

悠
）

驚
き
ば
か
り
で
、
当
時
は
私
た
ち
が

想
像
で
き
な
い
ほ
ど
非
日
常
の
連
続

だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
野
東
中
学
校

椛
田
梨
乃
）

実
際
に
現
地
へ
訪
れ
る
こ
と
で
、
被

災
さ
れ
た
方
々
の
思
い
を
、
目
・
耳
・

心
で
感
じ
ま
し
た
。

（
大
野
東
中
学
校

辰
島
亜
美
）

東
北
の
方
々
の
想
い
を
大
野
城
市
の

防
災
意
識
向
上
へ
し
っ
か
り
繋
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

（
平
野
中
学
校

小
島
葉
月
）

当
た
り
前
な
日
常
を
大
切
に
し
、
生

き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
平
野
中
学
校

島
井
啓
杜
）

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
震
災
に
つ
い

て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

（
御
陵
中
学
校

中
田
俐
々
衣
）

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
自
然
災
害
に

つ
い
て
目
・
耳
・
心
で
感
じ
ら
れ
、
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
御
陵
中
学
校

八
坂

翼
）

実
際
に
現
地
に
行
っ
た
こ
と
で
、
復

旧
・
復
興
に
は
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
大
利
中
学
校

辻
元
美
和
）

研
修
の
４
日
間
で
、
自
分
の
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
、
話
を
聞
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
大
利
中
学
校

花
田
結
生
）

中
学
生
被
災
地
派
遣
研
修
報
告
会

研
修
生
の
感
想

12
年
が
経
過
し
た

「
東
日
本
大
震
災
の
今
」

中
学
生
被
災
地
派
遣
事
業
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